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ANIORU'S CUP 2020 

アニオールズカップ 2020 

全日本学生外洋帆走選手権 
 

レース公示 

Notice of Race 

 

【開催日】 2020 年 3月 5日（木）～3月 8日（日） 

【開催地】 神奈川県葉山新港 

【主催】   日本学生外洋帆走連盟 

【公認】  公益財団法人日本セーリング連盟（申請中） 

【運営】  日本学生外洋帆走連盟 ANIORU’S CUP 2020 実行委員会 

【後援】  外洋湘南、外洋東京湾、外洋三崎、三浦外洋セーリングクラブ（順不同。全て予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１   規則 

1.1 本レガッタは「セーリング競技規則 2017-2020」（以下 RRS）に定義された規則を適用する。 

1.2 本レガッタのフリートレースは、オン・ザ・ウォーター・ジャッジ制を採用する。 

 

2 広告  

2.1 艇は主催団体により選択され支給される広告を表示することを要求される。 

この規則に違反した場合には World Sailing規程 20.9.2 が適用される。 

 

3 参加資格 

3.1  競技者は日本学生外洋帆走連盟（Japan Intercollegiate Offshore Federation：以下 JIOSF）に加盟す

る団体に所属していること。 

3.2 競技者は大会申込時点で JSAF（日本セーリング連盟）の 2019年度会員であること。 

3.3  競技者は JIOSFの連盟員であり、2020年 3月 5日時点で同一大学に所属し、大学入学 3年以内であるこ

と。編入生に関しては編入 1年以内であること。オープン参加は認めない。 

3.4  参加校数が 6校未満となる場合は、以下に定める参加基準を満たした競技者で構成されたチームの参加

を可能とする。その場合、3.3 で定めた競技者以外に、同一大学に所属しない JIOSF の連盟員もしくは過

去に JIOSFの連盟員だった OB/OGの競技者も参加を可能とする。ただし、これらの競技者はレース委員会

の承認を得なければならず、たとえ上記の参加基準を満たしていたとしてもレース委員会はこれらの競技

者の参加を承認しなくてもよい。 

3.5 スキッパーは小型船舶操縦士免許 2級以上を保持していること。 

3.6 スキッパーは以下の通りレース経験を有し、申込時に証明を提出すること。 

3.6.1 本大会に出場するスキッパーは全員、公式レースで通算 3 回以上スキッパーを務めていなければな

らない。 

3.6.2 上に定める公式レースとは、以下に該当するものである。 

・Pre ANIORU’S CUP 2020（2019年 11月 30日～12 月 1日に開催） 

・JSAF加盟団体および特別加盟団体が実施するレース 

・その他、レース委員会が上記のレースと同等であると認めるレース 

3.6.3 公式レースに参加した際の乗員登録書などの控えの提出により、レース経験を証明することとする。 

3.6.4 証明書類が存在しない場合および、書類の書式上スキッパーであることが明記されない場合は、レ

ース委員会に対する説明をもって証明に代えることができる。この場合、当該レースの公示もしくは

それに代替するものおよび、当該レースに出場した際の乗艇者名簿を提出すること。 

3.7 1 チーム最大 10 名で登録することができるが、レース中に乗艇するクルーの人数はスキッパーを含め、

最低 5名最大 8名とする。また上限体重は 450kgとする。体重は 3月 5日の大会受付時に計測し、期間中

はこの測定結果を使用する。 

3.8 クルーは競技者登録書内で変更できる。ただし、出艇前にレース委員会に通告しなければならない。 

3.9 レガッタ中、スキッパー及びヘルムスパーソンを変更してはならない。スキッパーの届け出は参加申込

時、ヘルムスパーソンの届け出は公式受付時に行うこと。 

 

 

 

 

 



 

 

4 参加申し込み 

4.1 申し込み手続き 

2020年 1月 2日(木)24：00 までにチーム紹介登録書を 21項の問い合わせの連絡先へ提出すること。 

2020年 1月 9日(木)24：00 までに下記の書類を、21項の問い合わせの連絡先へ提出すること。 

1 参加申込書及び誓約書 

2 競技者登録書 

3 スキッパーのレース経験証明書 

4 選手全員の JSAF会員証の写しもしくは JSAF会費振込用紙の控え 

5 代表選考希望調査書 

6 セーラーズ保険（スポーツ団体保険）あるいは、それに相当する個人傷害保険に加入していることが

証明できる書類等 

 

上記の資料は ANIORU’S CUP 2020公式ホームページにてダウンロードできる。 

http://anioruscup.jimdo.com/ 

 

4.2 書類の提出先 

上記の書類を準備し PDFに変換し、メールに添付して申し込むこと。 

書類送付先メールアドレス:anioru2020@gmail.com。 

4.3 参加申込が遅れた場合にはエントリー費を 150,000 円に引き上げるという条件で受け付ける。レイトエ

ントリーの締切は 1月 16日(木)12:00とする。 

 

 

 

 

5 エントリー費 

5.1  必要な参加料は次の通りとする。参加費用は「団体参加費用」、「乗員登録料」からなる。振込期限は 2020

年 2月 10日（月）までとする。 

・団体参加費用  ：１チーム 145,000円 

・乗員登録料 ：１人 10,000円 

なお、乗員登録料には大会期間中のパーティー参加費が含まれる。 

振り込み先： ゆうちょ銀行 

店名   ： ゼロイチハチ（〇一八） 店番：018 

口座番号 ： 6591065 

口座名義 ： アニオールズカップ実行委員会 

・振り込み手数料は参加者負担とする。 

・チーム名で振り込みをすること。 

 

 

 

 



6 日程 

6.1 レース日程 

3月 5日(木) 08:00 艇体割り振り抽選・大会受付・体重測定 

         09:00 艇体チェック（1号艇より順次行う） 

            12:00  艇長会議・出艇申告 

            13:55 プラクティスレースの予告信号 

 

3月 6日(金) 08:00 開会式 及び 艇長会議・出艇申告 

         10:55 最初のレースの予告信号 

 

3月 7日(土) 08:30 艇長会議・出艇申告 

         09:55 最初のレースの予告信号 

 

3月 8日(日) 08:30 艇長会議・出艇申告 

         09:55 最初のレースの予告信号 

         13:55 最終予告信号の時刻 

         17:00 表彰式、後夜祭(葉山新港 2F 多目的室) 

 

 6.2 3月 5日の大会受付・体重測定・艇体割り振り抽選は葉山新港で行うため、葉山新港内の大会本部前に各

チーム全員集合すること。艇体チェックはレース使用艇が上架されている葉山マリーナへ移動して行う。

葉山新港での受付等が完了したチームから速やかに葉山マリーナへ移動し、レース委員会の担当者に艇体

チェックをしたい旨を伝えること。 

6.3 艇体チェックは、レース委員会の担当者と各艇のスキッパーが共同で行わなければならない。艇体チェ

ックが終わったチームから艇の下架を行ってよい。 

6.4 3 月 5 日のプラクティスレース終了後は、葉山新港の指定の場所に着艇すること。3月 6日・7日も同様

に葉山新港の指定の場所に着艇すること。詳細な場所は 3月 5日の艇長会議で各艇長に伝える。 

6.5 3月 8日は最終レース終了後、葉山マリーナに帰着して速やかに上架を行い、帰着申告を行うこと。ただ

し、上架の際はマリーナ関係者の方の上下架を優先し、マリーナのスタッフの方の指示によく従うこと。 

6.6 3月 6日の開会式および 3月 7日・8日の艇長会議は葉山新港内の大会本部前を集合場所とする。 

6.7 本レガッタは 1日最大 5レース、期間中最大 12レースを予定している。 

6.8 プラクティスレースは 1レースのみとする。 

6.9 本レガッタが成立するためには、最低 5レースを完了することを必要とする。  

6.10 3月 6日・7 日は 16時 30 分以降のスタート予告は行わない。 

6.11 レースを予定された最終日には、13：55より後に予告信号を発しない。 

6.12 各日レース後に大会本部でブリーフィングを行う。全艇、着艇し解装を終えたら大会本部前に集合する

こと。  

6.13 これらの予定は当日変更する場合があり、その際は速やかに各スキッパーに電話で連絡される。 

 

 

 

 

 



7 帆走指示書 

7.1  帆走指示書は 2020年 2月 10日(月)10:00までに大会ホームページに公開される。（本公示 21項を参照） 

 

8 開催地 

8.1 大会本部は葉山新港会議室に設置する。 

8.2 レース海域は相模湾北部、三浦半島西側海域とする。 

 

9 コース 

9.1 レースコースは風上/風下コースまたはショートディスタンスコースとする。 

 

10 艇体 

10.1 本大会の期間中、主催団体は参加大学に NST葉山所属の Y30sを貸与する。 

10.2 競技艇の貸与を受けるにあたっての NST 葉山 Y30s 使用マニュアルを別途付属文書として配布する。艇

長を含めたクルー全員が熟読すること。 

10.3 艇体の割り振りは、3月 5 日の大会受付時にくじ引きによって行う。 

10.4 各チームは初日に振り当てられた艇を全レース通して使用する。 

10.5 参加者は貸与されている艇体であることを常に意識し、破損させることがないよう最大限の注意を払う

こと。 

10.6  艇に損傷が起こった場合には、実行委員会が損害を受けた備品を修理または交換、業者への依頼を行

う。損傷の大きさ及び、使用可能な交換備品によっては、実行委員会が即時にボートを修理する事がで

きない可能性があることを了承すること。 

10.7 レース委員会の許可なしに艤装品を艇に持ち込み、また艇から取り外すことを禁止する。 

10.8 持ち込み可能な備品を以下に記載する。なお、下記以外の備品を持ちこみたい場合は、備品持ち込み申

請書に記入し、大会期間前は 21項問い合わせ先まで、大会期間中は大会本部まで提出すること。 

10.8.1 持ち込み可能な備品 

・コンパス、ウインチハンドル、工具、リペア用具、救急用品、GPS、双眼鏡、ライフジャケット 

     10.8.2   備品がハルより外に出るように装着することは認めない。また、レース委員会はその裁量によ

って備品の取り外しなどを各艇に命じることができる。 

10.9 各貸与艇のチューニングは初日の艇体チェックまでに、イーブンな状態にされる。参加者は、ステイ（バ

ックステイを除く）やライフラインの調整及びその他の艤装品の変更や艇の改造をしてはならない。疑

問点のある場合は艇体チェック後出艇までに大会本部に申告すること。 

 

11 通信手段およびその制限 

11.1 緊急の場合を除き、レース中の艇は音声やデーターを送信してはならない。 

11.2 この場合、レース艇とコミッティボート間の通信手段は、携帯電話を使用する。艇を代表する携帯番号

を乗員登録書に 2つ記入すること。（docomo,auを推奨） 

11.3 各艇は上記の要領で記入した携帯電話について、出艇中レース委員会からの連絡に常時応答できるよう

にしておくこと。 

11.4 レースでの GPSおよびその他航海計器の使用は許可しない。しかし、例外として、COG、SOGのみを表示

するデジタルコンパスと磁気コンパスの使用は許可する。GPS の使用は、レース以外の出入港時等に限

る。 

 



 

12 得点 

12.1 本レガッタが成立するためには、最低 5レースを完了することを必要とする。 

12.2 (a) 8レース以下しか完了しなかった場合、最も悪い得点 1つを除外したレース得点の合計とする。  

(b) 9レース以上が完了した場合、最も悪い得点 2つを除外したレース得点の合計とする。 

 

13 停泊 

13.1 レース艇は大会期間中、葉山新港内の指定された場所に係留しなければならない。 

 

14 潜水用具とプラスチック・プール 

14.1 最初のレースの準備信号からレガッタ終了までの間、水中呼吸器具、プラスチック・プールまたは それ

らに類する物は、キールボートの周辺では使用してはならない。 

 

15 上架の制限 

15.1 レース艇は、レース委員会が認めた場合を除き上架してはならない。 

 

16 賞 

16.1 総合成績 1位～3位のチームには賞を授与する。 

 

17 代表認定基準 

17.1 Student Yachting World Cup 2020が開催された場合の日本代表は、代表選考を希望するチームのうち、

最も上位のチームのヘルムスマンの所属する大学団体とする。 

17.2 日本ヨットマッチレース協会が主催する大学対抗＆U25 マッチレース（2021 年大会）への学連代表は、

代表選考を希望するチームのうち、最も上位のチームのヘルムスマンの所属する大学団体とする。 

17.3 その他、日本セーリング連盟関連団体が窓口を務める国外レースに関して、日本学生外洋帆走連盟の推

薦を行う。 

 

18 大会の延期、中止 

18.1 本大会が中止される場合の連絡方法は、以下のとおりである。 

(a)3 月 5 日（木）12:00 までに中止を決定した場合、その旨をアニオールズカップ 2020 ホームページ上

に掲示するとともに、スキッパーの連絡先に通知する。 

(b)3月 5日（木）12:00以降に中止を決定した場合は、スキッパーの連絡先に通知するとともに、大会受

付時に中止の決定を口頭で伝達する。 

 

19 保険  

19.1 大会で使用される Y30sは以下の保険に加入している。 

＊船体保険：300万円 免責：30万円  

＊賠償責任：1億円 免責：1事故 1,000円  

＊搭乗者傷害普通条件：1名 1,000万円  1事故 1億円（10名）  

＊捜索救助費用：200万円 

19.2 損害・故障を発生させた場合、免責分の支払い責任は当該大学に発生するものとする。 

 



 

20 責任の否認 

20.1 このレガッタの競技者は自分自身の責任で参加する。RRS 規則 4「レースをすることの決定」を参照す

ること。主催団体、ならびに公認、後援、協力団体は、レガッタ前後、期間中に生じた物理的損害また

は身体的障害もしくは死亡に対していかなる責任も負わない。 

 

21 問い合わせ先 

問い合わせ、質問は Eメールのみで対応する。 

・大学名、質問者氏名、日付を明記し問い合わせること。 

・質問内容と回答は各艇連絡責任者に、開示することがある。 

 

ANIORU’S CUP 2020 実行委員会 

事務局／磯野 洋佑（いその ようすけ） 

080-5296-3362 

E-mail:anioru2020@gmail.com 

ホームページ http://anioruscup.jimdo.com/ 

 

 

 


